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Outline

• 計算からデータ公開への流れ

• 公開データの構成と容量

• d4PDFデータ入手方法

–DIAS（Data Integration and Analysis System）
から入手

• d4PDFデータを扱うことのできるツール

–GrADSに関する情報源の紹介
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地球シミュレータ（ＥＳ）の計算から
膨大なデータが出力されます

ＥＳ計算からの出力
（合計5530TiB）

• 全球： 4088TiB (*)
• 領域： 1442TiB

後処理（grib化、空間

内挿、要素選別）によ
りデータ量削減

公開データ＠DIAS
（合計1406TiB）

• 全球： 754TiB
• 領域： 652TiB

2015/12/21公開
（合計205TiB）

• 全球： 144TiB
• 領域： 61TiB

JAMSTEC DIAS

(*) 全球モデルの一部
出力はgrib1で出力

2015年3月計算開始、年内完了見込
2015年8月転送開始、継続中



公開データの構成・容量
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 全球モデル（754 TiB、内144TiBを本日より公開）

 領域モデル（652TiB、内61TiBを本日より公開）

実験 グループ１ グループ２

過去実験 76 TiB 185 TiB

過去非温暖化実験 76 TiB 185 TiB

将来４℃昇温実験 68 TiB 164 TiB

実験 グループ１ グループ２ グループ３ グループ４

過去実験 22 TiB 25 TiB 12 TiB 174 TiB

将来４℃昇温実験 39 TiB 45 TiB 21 TiB 314 TiB

• グループ１：地上大気データ（surf_XXX_yyyymm.grib）
• グループ２：熱力学関連２次元データ（ph2m_XXX_yyyymm.grib）
• グループ３：土壌関連データ（sib_XXX_yyyymm.grib）
• グループ４：大気３次元データ（XXX_yyyy_dx20_3d.data）

灰色表記は未
公開データ

• グループ１
グループ２以外すべて

• グループ２
atm_24levs_snp_12hr_2.5deg
atm_snp_6hr_1.25deg
atm_snp_6hr_2byte
epflux_avr_day



d4PDFデータ入手方法

• データを利用するためにはダウンロードする
必要がある。

• データダウンロードまでの流れ
1. DIASホームページへアクセス

2. データ俯瞰・検索システムのページへの移動

3. d4PDFデータに関するDIASメタデータへの移動

4. d4PDFデータダウンロードサイトへの移動

5. 入手する実験・期間・変数カテゴリ・アンサンブ
ルを指定してダウンロード
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http://www.diasjp.net

DIAS（地球環境情報統融合プログラム）ホームページ

ページを下方
にスクロール
させると“詳細を見る”

をクリック

データ俯瞰・検索システム
のページへ移動

１．DIASホームページへのアクセス
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地球環境統融合プログラム（EDITORIA）ホームページ



“詳細はこちら“
をクリック

http://dias‐dss.tkl.iis.u‐tokyo.ac.jp/ddc/finder?lang=ja

データ俯瞰・検索システムへ移動

２．データ俯瞰・検索システムのページ
への移動
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１．“d4PDF”と入力

２． “検索”をクリック

全球モデルに関するメタデータ

領域モデルに関するメタデータ

検索結果

データ俯瞰・検索システム

d4PDFのメタデータ検索

３．d4PDFデータに関するDIASメタデータへの
移動
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例：全球モデル

下方へスクロール

データセットに関するオンライン情報

ダウンロードサイト
（http://d4pdf.diasjp.net）へのリンク

DIASメタデータ

例：全球モデル

• データの諸元・利用規約・連絡先等が記載されている
• ダウンロードサイトへのリンクあり

４．d4PDFデータダウンロードサイトへの移動



データダウンロードサイトへのアクセス

http://d4pdf.diasjp.net

初めての方は
“新規ユーザ登録”

ユーザ登録済みの方は、
登録メールアドレスとパス

ワードの入力

ログイン（DIASユーザアカウントをお持ちでない方は
まずユーザー登録を行って下さい）
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データダウンロードサイト（領域モデルの場合）

• 過去実験
• 将来4度昇温実験6種
• 実験共通

期間

変数カテゴリ
（見出しをクリックすると格
納変数が表示）

アンサンブル

数値が赤色表示になった場合は、ダウン
ロードできる上限を超えている

クリックで

ダウンロード
開始

５．入手する実験・期間・変数カテゴリ・
アンサンブルを指定してダウンロード

2015/12/21 d4PDF一般公開シンポジウム 11



データダウンロードサイト（全球モデルの場合）

• 過去実験
• 将来4度昇温実験6種
• 実験共通

期間

変数カテゴリ

（見出しをクリックすると
格納変数が表示）

アンサンブル

数値が赤色表示になった場合は、ダウン
ロードできる上限を超えている

クリックでダウン
ロード開始
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５．入手する実験・期間・変数カテゴリ・アンサンブルを指定してダウンロード
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データ形式と構造
• 全球モデル
データ形式

grib1、一部単精度実数バイナリーデータ

データ構造
水平：モデル格子（TL319ガウス格子、格子数640x320）、

1.25度格子（288x145）、2.5度格子（144x73）
鉛直：気圧面24層（一部12層）

• 領域モデル
データ形式

grib1、一部独自形式（変換ツール提供予定）

データ構造
水平：モデル格子（ランベルト正角円錐図法）

GrADSを利用すると緯度経度格子データ（ 0.2度格子）
として扱うことができる。

鉛直：モデル面（40層）



d4PDFデータを扱うことのできるツール

• GrADS (Grid Anlysis and Display System)
– 気象・気候分野で、データ解析及び可視化において国
内外で広く使用されている無償で利用できるツール。

– 本データセットのデータ形式であるgrib1を簡便に扱うこ
とができる。

– netCDFへデータ形式を変換することも可能

– GrADSの利用に関しては以下を参照されたい

GrADS−Note （作者：釜江陽一氏）
http://seesaawiki.jp/ykamae_grads‐note/
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補足
• d4PDFデータ利用手引き第４章

– 利用手引きは以下から入手可能
http://www.miroc‐gcm.jp/~pub/d4PDF/design.html

– 実験名の命名規則

– 変数リスト

– データ入手方法

– データ利用に関する情報源

• 2015/12/21段階で公開されていない実験・変数がある
– 全球モデル実験

• 6/12時間大気3次元データ

– 領域モデル実験

• 熱力学2次元データ、土壌関連データ、大気3次元データ

– 全球モデル非温暖化実験（HPB_NAT) 全要素

未公開データは、準備が整い次第公開予定です。
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